
男声合唱組曲「みとりの水母」増補改EI版初演 特別演奏会

賛助出演 :京都大学グリークラフ

2012年 9月 1日 (土 )

京 都 府 立 文 化 芸 術 会 館
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本日は、京都大学グリークラブ OB会特別演奏会、

@HOME CONCERT 2012 KYOTOに お 越 しい た だ き、 誠 に あ りが と う ご ざ い ま す 。

おかげさまで京大グリーは今年で創立 47年 目を迎えます.

半世紀にわたる歴史を重ねて、会員数も 500名 におよぶ団体となりました。

本コンサー トはグリー現役諸君の賛助出演を得て、OBと 現役が同 じステージに立つ初の試みです。

学生 そ して卒業間もないフレッシュマンから前期高齢者領域に突入するベテラン層まで、

幅広い世代が共に歌 う楽 しみを、皆様にも共感 していただければ幸いでございます。

特に今回は、私たちの大先輩である多田武彦先生が当クラブのために書き下ろしてくださつた

男声合唱組曲「みどりの水母」の増補改訂版を OB 現役合同で初演する幸せに恵まれま した。

先生には過日練習にもお運びいただき、熱心にご指導賜 りました。あらためて厚 く御ネし申し上げます。

また本日は他にもクラブの記憶に焼き付いた、思い出深い曲をお聴きいただきます。

若い声、成熟 した声、世慣れ した声、枯れた声、様々に入りまじってはおりますが、

「歌 うことは、歳をとるから止めるのではない。歌 うことを上めるから歳をとるのだJと

心に念 じて、私たちのコンサー トの幕を開けたいと存 じます。

もちろん、私たちの道楽をいつも支えてくれている家族 友人に心からの感謝をこめて。
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■Magnincat Quarti TOni

第 4旋法によるマニフィカー ト

I睫毛のなかの微風

Ⅱ夕暮の会話

Ⅲ秋

Ⅳ 雪のある国へ帰るお前は

Vみ どりの水母

Ⅵ 汝がこゑの美 しさ
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作曲 :多 田武彦

作詩 :大手拓次

Stage II 合同演奏 (指揮 :藤田正浩)

京都大学グリークラブ1976年委嘱作品

■男声合唱組曲「みどりの水母」(増補改訂版初演)
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男声合唱組曲「みどりの水母」(増補改訂版)誕生記

多田 武彦

1973年から4年間、私は郷里大阪市に隣接する堺市に単身赴任 していた。翌々年某日、当時、

京都大学経済学部 3回生の志水雅―さんが、私の職場を訪ねてきた。彼は京都大学グリークラフの

メンバーで、合唱音楽についても造詣が深かつた。話の主旨は、「来年、京大グリーは創立 10周年

を迎える。この機会に、多田さんに新曲を作曲 してもらって、学生指揮者として初演をしてみたい」

とのことであつた。私は、真摯に語る志水 さんの熱意に絆されて、内諾をした。

一方私は、1953年 に京都大学法学部を卒業するまでは、「将来はミュージカル映画の監督になろ

う」と思つていたが、家庭の事情で銀行に就職 した。学生時代に、音楽の薫陶を受けた作曲家 清

水脩先生 (故人)を訪ね「それまでの貴重なご教示への御礼 就職の報告 音楽との離別」を申し

上げた処、先生から「日曜作家として一年一組曲を書き残 していけば  」との助言を受けた。爾

後 20年間に (勤務先の、二度の超繁忙期には、作曲の中断を余儀なくされたが)約 30の合唱組

曲を作曲 した。そ して前述の単身赴任時の休日に、3年振 りに創作を再開 し、男声合唱組曲「尾崎

喜八の詩から」を書き上げた。更に、単身赴任中に一つでも多くの作品を作ろうと、詩人大手拓次

三好達治 中原中也 伊藤整ら諸先生の詩を選び続けてきた。志水さんの依頼に即応 して、作曲 じ

たのが男声合唱組曲「みどりの水母」(原作 5曲編成)である。1976年。志水雅―さんの指揮

京都大学グリークラブ諸兄の演奏により、名初演が行われた。

卒業後 日本専売公社 (現  」T)に就職 した志水さんも、単身赴任を終えた私も、我が国の経済

社会の激変に打ち克つべく東奔西走 している間に 30年の歳月が流れたが、合唱音楽が取 り持つ縁

で、志水さんとの音信は続いた。昨年 (2010年)既 に」Tの副社長にまで栄進 していた志水さん

から 或る相談があつた。主旨は以下のとおり。

志水氏 :組曲「みどりの水母」の出版予定は?

多 田 :私の既作品のうちの幾つかは改訂を行つた上、出版 しようと思つている。組曲「みどり

の水母」も、終曲を改訂するか―由加えた増補改訂版を作つてみたいと考慮中だ。処で

志水さんの率直な意見は?

志水氏 :組由の構成上も 演奏上の観点からも、永年、終由が気になつていた。ぜひ増補改訂版

の誕生を期待したい。
■

今年 6月 に、京大グリーのOBで、京大グリーOB会の指揮者 藤田正浩さんから、今年 2月 ハ

ワイで開催された「ハーバー ドグリーOBと 京大グリーOB会のジョイントコンサー トJの CDが
送られてきた。京大グリーOB会の「演奏上の構築性 日本語の歌詞の適切な抑揚感 アンサンブ

ルJの上達ぶ りは見事だった。当面の委嘱作品が完成 した直後だつたので、終由に一曲をカロえ男声

合唱組曲「みどりの水母J(増補改訂版)を、2011年 8月 16日 完成させた。 (原作の 5曲 にも隈

なく目を通 して推敲 した)

原作の 5曲は、「多くの人の心を通 り過ぎる喜怒哀楽を、日本の花鳥風月を以て包み込んだよう

な大手拓次先生の詩情」に寄 り添つて作出 したが、増補改訂版の終由には、「(演濠lや音楽のエンデ

ィングに古今東西の名作家たちがよく用いる)前作に展開された様々な詩情への追憶と、そこから

の昇華Jを伝えようとした「汝がこゑの美 しさJを配 した。永年気懸 りだつたこの組曲が、私なり

によい作品とな り、安堵 している.
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Stage Ⅱ
京都大学グリークラブ 1976年委嘱作品

■男声合唱組曲「みどりの水母」(増補改訂版初演)

時 を越 えた合作、世代 を越 えた合唱

第 10回定期演奏会での初演(*)以来、再演されず、楽譜も出版されなかったこの曲を本国「増

補改訂版」として初演できることは、私たちグリーメンにとつて大きな喜びであり、その機会を頂

戴した多田武彦先生に深く感謝申し上げます。

作詩者の大手拓次 (18871934年 )は、群馬県の温泉旅館の家に生まれ、早大を卒業後、ライ

オン歯磨本舗に入社して広告係として勤めました。同時代の詩人ともあまり付き合いが無く、唯―、

北原白秋を師として仰ぎ、ボー ドレールなどのフランス象徴詩を唯―の友として過ごします。また、

小さい頃から病弱で入退院を繰り返したこともあり、女性に対する瞳れを詩に託すのみで、生涯結

婚することはありませんでした。

拓次は、「薔薇の散策Jな どの詩によつて薔薇の詩人とも言われていますが、この組曲中でも水母

や狼が登場しているように、蛇や墓など様々な動物が登場する象徴詩が多いことも特徴です。北原

自秋も大いに彼の詩を評価しており、死後になりますが、「藍色の墓J「蛇の花嫁」等の詩集が出版

されました。

本日演奏する増補改訂版は、組由全体を象徴する 【睫毛のなかの微風】に続き、【夕暮の会話】

の「不安定さ」、【秋】の「青春の熱情」 【雪のある国に帰るお前は】の「いらだち」、【みどりの水

母】の「やるせなさJ等、様々な詩情が四季に織り交ぜて歌われた後、今回追加された 【汝がこゑ

の美しさ】で前 5曲全体を追憶し、昇華させるという構成となつています。

通常、合唱曲は詩人と作曲者の合作ですが、この増補改訂版は、詩人と40年前の多田武彦先生、

そして現在の多田武彦先生という3者の合作と言えるかもしれません。

私たちもOB 現役合同で 40有余年の年齢差を超えて、同じ思いを込めて演奏します。

(藤田 正浩)

(*)京都大学グリークラブ第 10回定期演奏会

初演曰 昭和 51年 12月 6日

会 場 大谷ホール (京都)

指 揮 志水 雅―

合 唱 京都大学グリークラブ
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Stage I
■第四旋法によるマニフィカー ト

“Magnincat"「 ゎが魂は主をあがめ」は 受胎告知を受けた聖母マリアが主をたたえて歌 う、喜

びに満ちた輝か しい賛歌です。出典はルカ福音書第 1章 46～ 55節。ファンタジックでロマンティ

ックな記述の多いルカ伝にあつても、ひときわ美 しい詩文で綴られています。

作曲はルネサンス最大の作曲家パレス トリーナ (c15251594)、 単旋律によるグレゴリオ聖歌

と多声合唱が交互に歌われます。

京都大学 グリークラブは、創立以来、男声合唱によるポ リフォニーを演奏の軸のひとつとしてき

ま した。パ レス トリーナの"Stabat Mater.,｀ M、 sa Aetcma Ch● sl Muncra".バー ドの「三声のミサ J

等の演奏経験を踏まえ、第 5回定期演奏会 (1971年 )に て、音楽学者 合唱指揮者の皆川達夫先

生に客演指揮のご指導 を仰ぎ、この曲を演奏いた しま した。京都会館第 2ホールにおけるこの演奏

は、私たちグリーメンにポ リフォニーという古楽の形式を超えた新鮮な音楽的衝撃を与えま した。

Stage IV
■Harvard Glee Club交 歓愛唱曲集
1990年 に始まつたハーバー ド グリーOBと の交流コンサー トは、これまで日米で計 8回 に及

んでいます。その中で愛唱された曲から 印象深いものを選びました。

Ⅵva Tut● (カ ワイ子ちやん万歳 1)

17世紀に英国で始まった男声合唱運動から生まれたグリーで、いわば酒場のざれ歌です。90年

初のコンサー トでのハーバー ド名誉教授、故フォープス氏 (バーンスタインと音楽学部の同期)

の指揮による演奏が印象に残ります。

Clo輌 ous Ap0110(ア ポロンに栄えあれ )

ロンドン グリークラブのためにウェプ (17401816)が 1787年に作詞 作曲したグリー。ハ

ーバー ド第一の愛唱由です。ステージだけでなく毎回の打ち上げパーティでも一緒に歌います。

Bea● Mortui(死者に祝福あれ)

メンデルスゾーン (18091847)作曲のラテン語による「二つの宗教的合唱曲Jの 1曲 目で、ソ

リと合唱の掛け合い、そして流れるようなメロディーの印象深い曲です。

Ne Ma“ a(ア ヴェ マリア)

ドイツの作曲家ビーブル (1906-2001)は 、ミュンヘン聖マリア教会の聖歌隊長やザルツプルグ

モーツアルテウム音楽院の助教授などを務めました。この曲は彼の代表作で、ハーバー ド グリ

ー、シャンテイクリアはじめ多くの団体が演奏、最近では日本でもよく歌われるようになりまし

た。グレゴリオ聖歌とソリ 合唱で構成された大変美しい曲です。

最上川舟歌

清水脩作由の日本民謡を題材とした名曲で、現役ハーバー ド グリーのレバー トリーにもなつて

います。第 7回長崎、第 8回 ホノルルでの合同ステージでは、1番、2番の掛け声独唱を両校で

仲よく分け合いました。
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Stage III

■ MEE創 田 LAULUD:男 の 歌 olen'S SOngs)よ り

この曲集はエス トニアの作曲家ヴエリオ トルミス (1930)の 手による男声合唱曲集です。

今ステージでは全10曲 の内精選 した 6曲 をお届けします。 トルミスの作品は数多く、世界中で演

奏され好評を博 しています。その作品の大部分は、伝統的なエス トニア民謡に依拠 しており、確

かな土着性を有 しています。にもかかわらず私達日本人含め世界中が彼の作品に魅了されるのは

何故か?それは依拠する民謡自体の魅力もさることながら、作品の魅力を最大限弓き出す彼の卓

抜なセンスにあると思います。 リズム、和音、言葉といつた様々な要素の中に散 りばめられた彼

の技巧、ユーモアをご堪能いただければ幸いです.

Meeste lalll:Men's Song

名前から連想される通 リカ強い曲で、また五連符や七連符、グリッサンドといつた、 リズムや

音の遊びが随所に散 りばめられた粋な曲です.

Ehalkaimise‐laul:Bundling Song

―曲目とはうつて変つたミステリアスな曲です。徐々に、 しか し確実に高まっていくもどが し

さ、焦燥 といつた感情がメロディーと強弱によつて表されています。

Kolalaul BCtrothal:Visit Song

求婚に向かう男の、緊張 と興奮で高鳴る胸の内をそのまま表 したような曲です。テナー系のメ

ロディーは勿論、下の方で しか し陽気に奏 されるベース系のヴォイス パーカッションも聴き

どころです。

Turgi soya lauli Song ofthe Turlosh war

名前にwarと あるだけあり、意気軒昂として勢い溢れる曲です。無声音の掛け声やTopの Asの 叫

びといつた要素が歌い手 聴き手双方を高揚させます。

Teomehe■ aul:SeFs Song

ゆったりとしながらも緊張感、張 り詰めた雰囲気を持つ由です。後ろで常にハミングかヴオカ

リーゼが鳴り、曲を引き締め続けます。そ してその中を哀愁漂 う旋律が (主 に内声)流れてい

きます。

Tantsulaul:Dancing Song

最後の曲にら、さわ しい華やかな曲です。擬声、強弱による遠近感、印象的なリズム、民謡的な

和声といつたこの曲集の魅力が凝縮されています。最後は手拍子とともに明るく締めくくられ

ます。
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■藤田正浩
中学時代より合唱を始め 丸亀高な音楽部指揮者 京都大学グリークラブ第 8期指揮者.京都コーロポリフォ

ニコ 奈良市民合唱団等でルネサンスから現代まで様々な合唱を経験 OB会では第 3回 〈東京 京都)第 6

回 (米国)第 7回 〈長崎)第 8回 (ハ ワイ)のハーバー ドジョイントの他 上海コンサー ト等で指揮.他に

タダタケを歌う会 (男声)常任指揮者 MuSkイ reund(混 芦)団内指揮者を務める

日松本朋大

京都大学工学部地求工学科 4回 生.高校の部活動で合唱の魅力を知る.全 日本合唱コンクールでは金資受賞.

大学入学後 OBの縁もあリ グリークラブに入団。古代ギリシヤ語をはじめとする多彩な言語 様々なIF曲家

の曲を経験.個性的な団員達にたしろぎつつも パリトンのパー トリーダー 副指揮者を経て ,在 第 46期

指揮者を務める 本当は指揮するより歌いたい


